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令和元年度第 1回大洲市総合教育会議資料 



大洲市は、市の中央部に清流「肱川」が流れ、美しい田園風景や、山並みがのどかな風景を形成している。また、大
洲城を中心とした歴史的な街並みが残る「伊予の小京都」とも呼ばれる都市であり、歴史を感じさせるノスタルジック
でどこか懐かしい場所、自然を満喫できる美しい場所など、情緒あふれる名所の数々が今も息づいている。
2018（平成 30）年 7月、西日本豪雨により浸水被害等が発生し、5名の尊い命が失われ、家屋や事業所の浸水、損壊等、
市内に大きな爪痕を残した。県内外の多くの皆様の協力のもと、復興に向けて取り組んでいるところである。
今後も、大洲市は市民の皆様と一丸となって復旧・復興に向けて取り組み、市民の力を結集した「チーム大洲」により、「が
んばろう！大洲」を合言葉に、安全で安心して住み続けたいと思える大洲市を創る必要がある。
一日も早い復興とこれからも住み続けたいと思えるまちづくりを進めていくためには、大洲市の宝である肱川や大洲
城等、自然と歴史を活かしたまちづくりを進めるとともに、災害に強いまちづくりを進めていかなければならない。
この肱南公民館周辺整備基本構想（案）（以下、本構想）は、大洲市の自然資源・歴史資源を活かしたまちづくりと、
旧城下町である肱南地域の活性化や肱川を活用するための拠点整備を踏まえ、老朽化が進んでいる大洲市肱南公民館の
複合型施設への建て替えについて、そのコンセプトや導入機能について検討し、とりまとめたものである。

計画敷地は、肱南公民館の用地と隣接する東側の空地をあわせた約 1,815 ㎡で、南北約 32ｍ～ 25ｍ、東西約 66ｍ
の台形の形状である。
用地には、市道本町線沿いに配置している 1.2 ～ 1.5ｍ幅の歩道空間が含まれた面積となっており、実質的には公開
空地となっている。
道路の高さは、市道本町線が 15.6 ～ 15.7ｍと概ね一定の高さとなっており、用地の地盤高さも概ね同様と想定され
る。一方、市道桝形通線は、市道本町線の交差部から北に向かって勾配があり、特に交差部から 20ｍ程度の位置から
急激に勾配が大きく、樋門の位置では 13.5ｍと、約 2.2ｍも低くなっている。

肱南公民館は、昭和 49 年（1974 年）に建築しており、建設後 44 年が経過
している。エレベーターがなく、トイレなどのバリアフリー化に対応できて
おらず、建築、設備ともに老朽化が進んでいる。
肱南公民館の土地面積は 757.56 ㎡で、建築面積が 547.35 ㎡（建ぺい率
72.3％）、延床面積が 2,205.15 ㎡（容積率 291.1％）の鉄筋コンクリート構造
の 4階建てである。

▶現在の肱南公民館の外観

▶隣接する大洲市庁舎第 3駐車場

▶計画敷地の概要

▶市道桝形通線樋門部分
▶肱南公民館の位置図

▶肱南公民館概況

▶肱南公民館諸室および面積

▶肱南公民館利用料金

項目 内容 備考 
土地面積 757.56 ㎡ 肱南公民館の用地のみ 
建築面積（建ぺい率） 547.35 ㎡ （ 72.3％） 
延床面積（容積率  2,205.15 ㎡ （291.1％） 

１階 543.75 ㎡ 
２階 540.90 ㎡ 公民館 
３階 540.90 ㎡ 公民館 
４階 543.60 ㎡ 勤労青少年ホーム（休館） 
塔屋 36.00 ㎡ 

構造・階数 鉄筋コンクリート造・4階建て 
その他 受水槽 20㎥ 

高架水槽 6,000リットル 
開館時間 午前 8：30～午後 10：00 

 

8：30～17:00 
（１時間） 

17:00～22：00 
（１時間） 

8：30～22:00
（全日） 

大ホール 510円 620円 6,150 円 
講義室 310円 410円 3,870 円 
会議室 100円 210円 1,560 円 
婦人実習室 210円 310円 2,750 円 
有料駐車場 １時間以内が 150円、１時間を超える場合は、超過時間 30分ごとに 80円 

肱南公民館
大洲城

（大洲市大洲１番地甲ノ５）

大洲市役所

大洲肱南 IC

階数 室 面積 備考 階数 室 面積 備考 
１階 543.75 ３階 540.9 

駐車場 大ホール 216 150人収容 
トイレ 講義室 108 60 人収容 

２階 540.90 会議室 42 20 人収容 
事務室 54 婦人実習室 54 30 人収容 
視聴覚室 108 ロビー 
機材室 30 トイレ 
老人室 71 ４階 543.6 
図書室 24.5 軽運動室 180 
談話ホール 36 音楽室 25 
エントランス 料理教室 108 
倉庫 事務室 21 
トイレ 相談室 31 

講習室 31 
更衣室 
トイレ 

単位：㎡

平成 31 年 3月

地番 面積

肱南公民館用地 大洲１番５ 757.56 ㎡

公民館の東側用地その１ 大洲１番４、２番、３番１、４番 （ 910 ㎡）

公民館の東側用地その２ 大洲５番１ （ 148 ㎡）

合計 約1,815.56 ㎡

計画敷地

66ｍ

32ｍ

25ｍ

13.5ｍ

15.7ｍ

15.7ｍ

15.6ｍ
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●第２次大洲市総合計画（2017 年度～ 2026 年度）
　・目指す将来像「きらめくおおず　～みんな輝く肱川流域のまち～」
　・基本理念「人・自然・まちきらめく」「知行創造」「自立と協働」
●大洲市都市計画マスタープラン
　・まちづくりのテーマ「清流肱川が結ぶ　山・川・海と歴史に包まれた快適活動都市　大洲」
　・肱南公民館周辺の区域・・・都市拠点商業地（＝市民生活や観光産業を支えるにぎわいある商業地として、土地の有効利
　　　　　　　　　　　　　　用や高度化、消費者ニーズにあったサービスの充実などによる魅力の向上を図っていく地域）

●都市計画による法規制

区域区分  都市計画区域  用途地域  商業地域  

指定容積率  400 ％  指定建ぺい率  80 ％（角地緩和あり）  

地域地区  指定なし（防火地域、高度地区等）  地区計画  指定なし  

道路斜線  勾配 1.5 、適用距離 25ｍ  隣地斜線  立上り 31 ｍ＋勾配2.5  

北側斜線  規制なし  日影規制  規制なし（隣地に配慮）  

接道  西側：建築基準法第４２条第１項第１号道路（市道桝形通線）  

南側：建築基準法第４２条第１項第１号道路（市道本町線）  

 ●建築基準法

●消防法

●高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律

●洪水・・・計画敷地においては、想定浸水深が２m以上～５m未満
●地震・・・計画敷地においては、想定震度が震度６強～震度７

・バリアフリー未対応 誰もが安心・安全・快適に利用できる施設
既存機能の取捨選択、ニーズに合わせた機能転換
避難所としての機能強化、浸水を見越した施設配置

施設建て替えと合わせたアクセス動線の整理
周辺まちづくりを進める上での先導的な事例となる

●施設

●周辺環境

・既存居室の主目的以外での利用
・浸水の可能性や既存不適格の建物

・交差点部分の車両動線交錯
・周辺まちづくりとの連携

●大洲市地域防災計画・・・肱南公民館を「指定避難所」として位置付けている。（収容人数 340 人）
●大洲市景観計画・・・対象敷地を「親しみのある都市景観創造区域」「肱川景観保全区域」に位置づけている。
●肱川橋周辺まちづくり基本計画・・・官民協働による周辺のまちづくりの方向性を示している。

●公民館・図書館施設個別施設計画・・・肱南公民館の更新の方向性を「複合化」と位置付けている。

地域住民、施設利用者及び関係団体など広く意見を聴取し、基本構想に反映させることとした。

大洲市庁内の関係各課に対して、意見・要望、留意事項等についてヒアリングを行った。　

肱南地区アンケート調査

発送数：肱南世帯 1,418 世帯
区長文書依頼：平成 30年 11 月 15 日（木）
回答締切：平成 30年 11 月 30 日（金）
回答数：423 世帯（回収率 29.8％）

対象者：肱南公民館利用者
依頼日：平成 30年 11 月 15 日（木）
調査締切：平成 30年 12 月 3日（月）
回答数：126 名

対象者：大洲小学校 6年生　（48名）
大洲南中学校３年生（72名）

調査締切：平成 30年 12 月 3日（月）
回答数：大洲小学校 6年生　　47名

大洲南中学校３年生　71名
合計 118 名

施設利用者アンケート調査 小中学校アンケート調査

第 1回

平成 30 年 9月 21 日（金）9：00 ～ 16：30
※関係各課に対して個別にヒアリングを実施

平成 30 年 12 月 19 日（金）13：30 ～ 14：40
※関係各課との合同会議によるヒアリング

【ヒアリング結果】 【ヒアリング結果】

・肱南公民館建て替えについては、中央公民館の機能を取り込む
・施設名称は、官民連携とするならネーミングライツでもよい
・肱南公民館 1階には、うかい利用者が使用可能なトイレが必須
・本構想においては、民間事業者が参入しにくい
・連合婦人会より会の活動部屋確保の要望がある

●施設について

・施設から肱川の眺望を確保する
・肱川を活用した観光アクティビティを提供する
・景観計画、防災計画との連携を図る

・まちなかの回遊性を高めるための動線を確保する
●周辺整備について

・肱川活用のため、アクセスポイントを設置
・大洲城のエントランスとして歴史資料館を計画
・地震発生時の避難場所として空地を確保する

第２回

▶調査実施概要

調査結果抜粋

【現在の施設で利用しにくい点】

【新たな肱南公民館にあったらよいもの】

有効回答 n=126 【現在の施設で利用しにくい点】有効回答 n=103

有効回答 n=398

【城山公園にあったらよいもの】有効回答 n=401

・エレベーターがない（79人 )
・駐車場・駐輪場が狭い (73 人 )
・設備が古い（69人）

・駐車場・駐輪場が狭い（82人）
・エレベーターがない (66 人 )
・設備が古い（56人）

・災害用避難拠点（133 人）
・多目的室 (123 人 )
・図書室（122 人）
・トレーニングジム（120 人）
・カフェ・レストラン（118 人）

など

【新たな肱南公民館にあったらよいもの】
有効回答 n=111

・大ホール（48人）
・調理実習室 (40 人 )
・多目的室（31人）
・図書室（30人）
・会議室（28人）

など

【新たな肱南公民館にあったらよいもの】

・カフェ・レストラン
（25人） （37 人）

（28 人）

（13 人）

・体育室　　　 （24 人）・体育室　　　 （34 人）
・災害用避難拠点

・音楽室　　　  （23 人）
・学習室　　　  （22 人）

・図書室 　　　（16 人）
・特産品販売所　 (14 人）
・視聴覚室　　　 (14 人）

小学生 中学生

など

など など

【現在の施設で利用しにくい点】有効回答n小=9
有効回答n中=1

有効回答n小=46 有効回答n中=71

・施設が古い（小 4人、中 1人）
・ゆっくりできる自由な場所がない（小 3人）
・自転車置き場（小 2人）
・全体的に部屋が狭い（小 2人）
・音がもれない音楽室がない（小 2人）

など

など

・カフェ・レストラン（138 人）
・多目的広場 (126 人 )
・公園（遊具）（125 人）
・歴史資料館（112 人）
・災害用避難拠点（94人）

【城山公園にあったらよいもの】有効回答 n=111

など

・カフェ・レストラン（40人）
・多目的広場 (38 人 )
・歴史資料館（36人）
・公園（遊具）（28人）
・野外ステージ（25人）

・カフェ・レストラン

【城山公園にあったらよいもの】

・カフェ・レストラン
（23人）・カフェ・レストラン

（39人）・公園（遊具）   （24 人）
・公園（遊具）   （18 人）・スポーツ施設  （16人）

・スポーツ施設  （40 人）

・屋外ステージ  (11 人）
・芝生広場　　　 　(9 人）

・芝生広場　　　（16人）
・災害用避難拠点

小学生 中学生

など

有効回答n小=46 有効回答n中=69
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　現在、肱南公民館の建て替えだけでなく、新たな市民会館の整備が検討されている。
　そのため、仮に既存施設が移転した場合の跡地利用も含めて、肱南公民館周辺の利活用について検討してお
く必要がある。

　市民の皆様、公民館の利用者の方、小学生・中学生の皆様より回答をいただいたアンケート結果では、「カフェ・
レストラン」「公園（遊具）」「多目的広場」「歴史資料館」「スポーツ施設」「災害が起きた時の活動場所・避難場所」
の意見が多く挙がっている。

　新たな市民会館が整備された後には、新たな肱南公民館をまちづくりのコアとして、城山公園やまちなかの
古民家等の既存ストックを活用しながら、求められている機能を適切に配置し、肱南公民館周辺の利活用を進
めていくことが望ましい。

　また、災害時には防災機能を発揮することができるよう、「かまどベンチ」の導入や、避難場所として「あず
まや」を整備する等、平常時だけでなく災害時の活動場所として利用可能な機能を配置しておくことが必要で
ある。

　アンケート結果やまちづくりの動向を踏まえながら、今後詳細に検討を進める。

新
肱
川
橋

肱南公民館

P
観光客用駐車場

大洲城大洲城城

肱南
P

観光客用駐車場

公園

飲食

飲食

トイレ

（多目的広場）

歴史資料館

飲食飲飲

ホテル・飲食ホホホホホホホホホホテホホ ル

飲飲飲飲食飲飲飲飲飲飲飲飲

トイレ

●肱川堤防に沿ってデッキテラス
　を設けて、大洲城から公民館に
　かけて周遊可能にする。

●観光客用駐車場を整備し、
　周辺一体としての駐車可能台数を
　増加させる。

●古民家再生等まちなかの既存スト
　ックを活用しながら、城下町にふ
　さわしいまちづくりを行い、賑わ
　い創出を図る。

●肱南公民館は大洲の活動拠点
　として再整備し、地域住民や
　観光客が立ち寄り、交流でき
　る場とする。

●市民会館跡地には歴史資料館・多目的
　広場を整備し、地域の歴史資源の保存
　と活用を図るとともに、体を動かせる
　空間を確保する。
●災害時には活動拠点となるように、
　災害時にも活用できる設備を導入する。

※大洲郵便局については、移転候補地の選定など今後も引き続き検討していく。

■肱南公民館周辺利活用のイメージ（構想段階）

新たな施設のコンセプト（案）

１）肱南公民館は、大洲市のシンボルである肱川の河川沿い（リバーサイド）に位置している。
　　周辺には肱川の自然景観に加え、カヌーやうかいによる文化的な景観が広がっている。
　　本施設ではこの特徴をフルに活かし、肱川による空間の魅力を取り込んだ施設を目指す。
２）公民館は、みんなが気軽に集まり、知識や技術を学び、地域のネットワークをつくるための場所であり、
　　コミュニティ形成の役割を担う必要がある。また、ユニバーサルデザインの導入により、子どもから高齢者まで、
　　誰もが気軽に足を運ぶことができるような、「家」「職場・学校」に続く心地のよい第 3の居場所
　　（＝サードプレイス）　を目指す。
３）大洲城を中心としたまちづくりを進めるうえでの先導的な役割を担う。
　
◆これらをまとめて表現し、「HIJIKAWA RIVER 3 PLACE ( ヒジカワ　リバーサード　プレイス )」をコンセプトとした。

HIJIKAWA RIVER PLACE3
ながめる、あそぶ

1
つどう、まなぶ、むすぶ　
地域のサードプレイス まちなみ形成のコア

歴史をつなぐ

2 3

賑わいを生むリバーサイド

新たな施設の導入施設（案）

皆様からいただいた意見を基に、肱南
公民館がこれからの肱南地区のまちづ
くりのコアとなるべく、導入機能や施
設を検討した。

本施設のコンセプト（案）である
“HIJIKAWA RIVER 3 PLACE” に則って、
3つの方向性に沿って機能を検討した。

また、災害時の避難施設としての役割
を強化するため、防災施設の導入につ
いても今後詳細に検討する。
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ながめる、あそぶ1 賑わいを生むリバーサイド

地域のサードプレイスつどう、まなぶ、むすぶ2

まちなみ形成のコア歴史をつなぐ3

●うかい・カヌー利用者の
肱川へのアクセス改善



4

肱川橋からみた肱南公民館のイメージ

肱南公民館デッキテラスイメージ

※検討段階のイメージ図、イメージパースです。
今後詳細に検討してまいります。

【発行】
肱南公民館周辺整備基本構想（案）概要版

大洲市総務企画部企画情報課
〒795-8601
愛媛県大洲市大洲 690 番地の 1 TEL:0893-24-1728

通路　等
カヌー利用者

市道本町線

建築可能部分
多目的スペース等　居室

大ホール

和室・婦人室
等　居室

駐車スペース車路

ビューテラス デッキテラス

談話スペース

図書・談話

通路　等
会議室、講義室、
トイレ等　居室

事務室・防災倉庫

1階

2階

3階

倉庫

堤
防

肱川

キッチンスタジオ

屋根裏の活用

・ギャラリースペース倉庫　等　居室

建て替え後の断面イメージ 交差点からみた肱南公民館のイメージ
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